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国
鉄
の
分
割
・
民
営
化
三
十
年
に
関
す
る
質
問
主
意
書

国
鉄
の
分
割
・
民
営
化
か
ら
三
十
年
が
経
過
し
て
い
る
が
、
昨
年
十
一
月
に
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
全
道
路
線
の
約
半
分
に
あ
た
る

十
三
線
区
千
二
百
三
十
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
「
単
独
で
は
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
」
と
経
営
の
限
界
を
公
表
し
た
。
分
割
・
民

営
化
の
現
状
は
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
経
営
実
態
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
国
鉄
改
革
の
根
幹
が
問
わ
れ
る
実
態
と
な
っ
て
い
る
。
今

国
会
の
二
月
八
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
、
「
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
現
状
に
つ
い
て
」
問
わ
れ
た
麻
生
副
総
理
は
「
こ
の
話
は
、

国
鉄
と
い
う
商
売
の
わ
か
っ
て
い
な
い
方
で
、
や
は
り
学
校
秀
才
が
考
え
る
と
こ
う
い
う
こ
と
に
な
る
典
型
で
す
」
と
し
、

「
七
分
割
し
て
、
こ
れ
が
黒
字
に
な
る
の
は
三
つ
で
、
ほ
か
の
と
こ
ろ
は
な
ら
な
い
と
当
時
か
ら
み
ん
な
言
っ
て
い
た
。
鉄
道

関
係
者
な
ら
例
外
な
く
思
っ
て
い
た
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
こ
の
発
言
は
、
分
割
・
民
営
化
の
是
非
、
破
綻
の
現
状
を
認
め
た

答
弁
で
あ
る
と
考
え
る
。

そ
こ
で
以
下
質
問
す
る
。

一

当
時
の
国
鉄
再
建
監
理
委
員
会
か
ら
政
府
に
提
出
さ
れ
た
「
国
鉄
改
革
に
関
す
る
意
見
」
の
「
改
革
の
基
本
的
考
え
方
」

の
中
で
「
公
社
と
い
う
自
主
性
の
欠
如
し
た
制
度
の
下
で
全
国
一
元
の
巨
大
組
織
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
国
鉄
の
現
状
の

下
で
は
鉄
道
事
業
の
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
的
確
に
対
応
し
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
く
み
上
げ
こ
れ
に
即
応
し
た
経
営
の
変

一



革
や
生
産
性
の
向
上
を
自
主
的
に
進
め
て
行
く
事
は
極
め
て
困
難
で
あ
り
、
こ
の
事
が
国
鉄
経
営
の
破
綻
を
も
た
ら
し
た
最

も
大
き
な
原
因
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
点
に
メ
ス
を
入
れ
な
け
れ
ば
過
去
数
次
に
わ
た
っ
て
経
営
改
善
計
画
に
於
い
て
採
ら

れ
た
よ
う
な
長
期
債
務
の
処
理
や
そ
の
他
の
施
策
を
講
じ
た
と
し
て
も
真
の
意
味
で
の
再
建
は
不
可
能
で
あ
り
、
将
来
に
わ

た
っ
て
健
全
な
活
力
あ
る
経
営
を
続
け
て
行
く
事
が
出
来
る
姿
に
再
生
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
」
と
し
て
、
「
こ
の
よ
う

な
考
え
方
に
基
づ
き
構
造
的
に
経
営
形
態
を
変
革
す
る
た
め
の
『
分
割
・
民
営
化
』
を
提
言
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
日
本
国
有
鉄
道
監
査
委
員
会
作
成
の
「
日
本
国
有
鉄
道
監
査
報
告
書

昭
和
六
十
年
度
」
で
は
、
「
こ
の
悪
循
環

に
よ
る
財
政
破
た
ん
を
断
ち
切
る
為
に
、
一
日
も
早
く
国
鉄
改
革
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
今
回
の
改
革
は
分
割
民
営
化
を
行

い
新
し
い
事
業
体
と
し
て
健
全
な
経
営
基
盤
を
速
や
か
に
確
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
我
が
国
の
基
幹
的
輸
送
機
関
と
し
て
の

鉄
道
事
業
を
再
生
・
活
性
化
し
、
こ
れ
を
二
十
一
世
紀
に
引
き
継
ぐ
と
い
う
国
民
的
課
題
で
あ
り
国
鉄
の
事
業
再
建
に
と
っ

て
今
や
最
後
の
機
会
で
あ
る
と
考
え
る
。
国
鉄
改
革
関
連
法
案
の
成
立
が
遅
れ
る
こ
と
は
、
国
民
生
活
に
重
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
事
に
鑑
み
国
会
に
お
け
る
当
該
法
案
の
審
議
の
促
進
と
早
期
成
立
を
切
に
望
む
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

上
記
の
麻
生
副
総
理
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
の
答
弁
は
、
「
国
鉄
改
革
に
関
す
る
意
見
」
や
「
日
本
国
有
鉄
道
監
査
報

告
書

昭
和
六
十
年
度
」
に
基
づ
き
政
府
が
実
施
し
た
国
鉄
改
革
と
は
大
き
な
矛
盾
が
生
じ
て
い
る
と
考
え
る
が
、
政
府
と

二



し
て
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二

分
割
・
民
営
化
の
背
景
に
は
、
赤
字
の
元
凶
と
も
い
わ
れ
た
全
国
一
元
運
営
の
問
題
、
経
営
責
任
の
明
確
化
か
ら
、
六
つ

の
旅
客
会
社
に
分
割
し
、
全
国
一
社
の
貨
物
会
社
を
設
立
し
た
が
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
現
状
を
見
れ
ば
、
地
域
分
割
の
矛
盾
は

大
き
く
露
呈
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
が
、
Ｊ
Ｒ
本
州
三
社
は
膨
大
な
利
益
を
計
上
し
完
全
民
営
化
を
果
た
す
一
方
で
、
Ｊ
Ｒ

北
海
道
、
Ｊ
Ｒ
四
国
及
び
Ｊ
Ｒ
貨
物
会
社
に
至
っ
て
は
、
そ
の
展
望
も
見
出
せ
な
い
経
営
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
地
域

分
割
の
現
状
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三

国
鉄
の
長
期
債
務
、
約
三
十
七
兆
円
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
等
が
十
一
兆
六
千
億
円
を
継
承
し
、
残
る
約
二
十
五
兆
五
千
億
円

に
つ
い
て
国
鉄
清
算
事
業
団
で
処
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
土
地
の
高
騰
に
よ
る
売
却
の
見
合
わ
せ
、
株
式
上
場
等

の
遅
れ
で
ス
キ
ー
ム
は
破
綻
し
て
い
る
。
一
九
九
八
年
の
「
国
鉄
清
算
事
業
団
債
務
処
理
法
」
に
よ
り
、
新
た
な
枠
組
み
で

債
務
処
理
を
行
っ
て
い
る
が
、
長
期
債
務
は
国
民
負
担
と
な
り
、
二
〇
一
三
年
度
末
時
点
で
約
十
八
兆
一
千
億
円
の
長
期
債

務
が
残
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
政
府
の
認
識
を
示
さ
れ
た
い
。

四

今
年
度
か
ら
、
経
営
安
定
基
金
の
運
用
益
に
対
す
る
鉄
道
・
運
輸
機
構
の
利
益
保
証
が
終
了
し
、
全
額
自
主
運
用
に
な
っ

て
い
る
が
、
公
共
輸
送
機
関
の
経
営
を
市
場
の
動
向
に
委
ね
る
こ
と
は
、
国
鉄
分
割
・
民
営
化
の
ス
キ
ー
ム
に
も
矛
盾
す
る

三



と
考
え
て
い
る
が
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

国
鉄
の
分
割
・
民
営
化
の
最
終
目
標
は
株
式
上
場
・
完
全
民
営
化
で
あ
る
が
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
、
Ｊ
Ｒ
四
国
の
現
状
を
踏
ま

え
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
道
筋
で
完
全
民
営
化
を
目
指
す
の
か
、
政
府
と
し
て
の
考
え
方
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


